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を
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○

総

務

省

組

織

令

（

平

成

十

二

年

政

令

第

二

百

四
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六

号
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防
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時

措
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（

昭

和

二

十

七

年

法

律

第

九

十

六

号

）

（

抄
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･
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･
･
･
･
･
･
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･
･
･
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○

国

家

行

政

組

織

法

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

百

二

十

号

）

（

抄

）

（

内

部

部

局

）

第

七

条

省

に

は

、

そ

の

所

掌

事

務

を

遂

行

す

る

た

め

、

官

房

及

び

局

を

置

く

。

２

・

３

（

略

）

４

官

房

、

局

及

び

部

の

設

置

及

び

所

掌

事

務

の

範

囲

は

、

政

令

で

こ

れ

を

定

め

る

。

５

～

８

（

略

）

○

総

務

省

設

置

法

（

平

成

十

一

年

法

律

第

九

十

一

号

）

（

抄

）

附

則

（

所

掌

事

務

の

特

例

）

第

二

条

（

略

）

２

総

務

省

は

、

第

三

条

第

一

項

の

任

務

を

達

成

す

る

た

め

、

第

四

条

第

一

項

各

号

及

び

前

項

各

号

に

掲

げ

る

事

務

の

ほ

か

、

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

日

ま

で

の

間

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

事

務

を

つ

か

さ

ど

る

。

期
限

事
務

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
臨
時
交
付
金
に
関
す
る
こ
と
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

特
殊
土
壌
地
帯
（
特
殊
土
壌
地
帯
災
害
防
除
及
び
振
興
臨
時
措
置
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
特
殊
土
壌
地
帯
を
い
う
。
）
の
災
害
の
防
除
及
び
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推

進
に
関
す
る
こ
と
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
（
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
離
島
振
興
対

策
実
施
地
域
を
い
う
。
）
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

奄
美
群
島
（
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
奄
美
群
島
を

い
う
。
）
の
振
興
及
び
開
発
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。
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令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

振
興
山
村
（
山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
振
興
山
村
を
い
う
。
）
の
振
興

に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
（
半
島
振
興
法
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
半
島
振
興
対
策

実
施
地
域
を
い
う
。
）
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日

過
疎
地
域
（
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
過
疎
地
域
を
い
う
。
）
の
持
続
的
発
展
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

郵
政
民
営
化
法
（
平
成
十
七

同
法
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
。

年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
八

条
に
規
定
す
る
移
行
期
間
の

末
日

○

総

務

省

組

織

令

（

平

成

十

二

年

政

令

第

二

百

四

十

六

号

）

（

抄

）

附

則

（

自

治

行

政

局

の

所

掌

事

務

の

特

例

）

第

三

条

自

治

行

政

局

は

、

第

七

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

務

の

ほ

か

、

別

に

政

令

で

定

め

る

日

ま

で

の

間

、

株

式

会

社

地

域

経

済

活

性

化

支

援

機

構

の

組

織

及

び

運

営

一

般

に

関

す

る

事

務

を

つ

か

さ

ど

る

。

２

自

治

行

政

局

は

、

第

七

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

務

及

び

前

項

に

規

定

す

る

事

務

の

ほ

か

、

別

に

政

令

で

定

め

る

日

ま

で

の

間

、

株

式

会

社

東

日

本

大

震

災

事

業

者

再

生

支

援

機

構

の

組

織

及

び

運

営

一

般

に

関

す

る

事

務

を

つ

か

さ

ど

る

。

３

自

治

行

政

局

は

、

第

七

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

務

及

び

前

二

項

に

規

定

す

る

事

務

の

ほ

か

、

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

日

ま

で

の

間

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

事

務

を

つ

か

さ

ど

る

。

期
限

事
務

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

特
殊
土
壌
地
帯
（
特
殊
土
壌
地
帯
災
害
防
除
及
び
振
興
臨
時
措
置
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
特
殊
土
壌
地
帯
を
い
う
。
）
の
災
害
の
防
除
及
び
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
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進
に
関
す
る
こ
と
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
（
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
離
島
振
興
対

策
実
施
地
域
を
い
う
。
）
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

奄
美
群
島
（
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
奄
美
群
島
を

い
う
。
）
の
振
興
及
び
開
発
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

振
興
山
村
（
山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
振
興
山
村
を
い
う
。
）
の
振
興

に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
（
半
島
振
興
法
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
半
島
振
興
対
策

実
施
地
域
を
い
う
。
）
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日

過
疎
地
域
（
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
過
疎
地
域
を
い
う
。
）
の
持
続
的
発
展
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

○

特

殊

土

壌

地

帯

災

害

防

除

及

び

振

興

臨

時

措

置

法

（

昭

和

二

十

七

年

法

律

第

九

十

六

号

）

（

抄

）

（

特

殊

土

壌

地

帯

の

指

定

）

第

二

条

国

土

交

通

大

臣

、

総

務

大

臣

及

び

農

林

水

産

大

臣

は

、

国

土

審

議

会

の

意

見

を

聴

い

て

、

し

ば

し

ば

台

風

の

来

襲

を

受

け

、

雨

量

が

き

わ

め

て

多

く

、

か

つ

特

殊

土

壌

（

シ

ラ

ス

、

ボ

ラ

、

コ

ラ

、

ア

カ

ホ

ヤ

等

特

殊

な

火

山

噴

出

物

及

び

花

こ

う

岩

風

化

土

そ

の

他

特

に

侵

食

を

受

け

や

す

い

性

状

の

土

壌

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

で

お

お

わ

れ

地

形

上

年

年

災

害

が

生

じ

、

又

は

特

殊

土

壌

で

お

お

わ

れ

て

い

る

た

め

に

農

業

生

産

力

が

著

し

く

劣

つ

て

い

る

都

道

府

県

の

区

域

の

全

部

又

は

一

部

を

特

殊

土

壌

地

帯

と

し

て

指

定

す

る

。

２

（

略

）

附

則

１

（

略

）
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２

こ

の

法

律

は

、

平

成

三

十

四

年

三

月

三

十

一

日

限

り

そ

の

効

力

を

失

う

。


